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第１章 対象施設の概要 

 

１.施設設置の背景と目的  

館山市は、平成 14年 3月に国・県・市の 3者共同で策定した「館山港港

湾振興ビジョン」に基づき海辺のまちづくりを推進し、国や港湾管理者で

ある千葉県へ多様な船舶が寄港可能な港湾施設の整備要望活動を行い、一

体となって活用が可能な客船等のターミナル機能を含めた海辺の交流拠点

施設の整備を検討していました。 

平成 15年 9月に、千葉県より、県の進める行財政改革「行財政改革シス

テム行動計画」により、博物館については県内博物館ネットワークの再構

築として市町村への移譲を含め運営方法を見直す方針のもと、安房博物館

について館山市へ移譲の打診を受けました。 

この時、千葉県が安房博物館の袂に館山夕日桟橋の建設を決めていたこ

とから、市が安房博物館の移譲を受け、博物館機能を継承しながら桟橋の

ターミナル機能などを兼ね備えた海辺の交流拠点施設として整備すること

で県・市の考えが一致したことから、平成 21年 4月 1日に市が県から安房

博物館の移譲を受けました。 

 その後、海辺の交流拠点施設の整備を進め、平成 22年 12月に展望デッ

キ、平成 23年 3月に海辺の広場が竣工し、平成 24年 3月 25日に「“渚の

駅”たてやま」がオープン。また、商業施設棟の整備を進め、平成 26年

11月 4日に商業施設棟がオープンしました。 

・根拠法：博物館法（昭和 26年 12月 1日号外法律第 285号） 

・根拠条例：館山市立博物館設置条例 （昭和 57年 6月 26日条例第 15 

号）  

   

２.施設概要 

   施設名称：“渚の駅”たてやま 

①渚の博物館（博物館分館） 

   建 築 年：昭和 48年 2月  経年数：50年（令和 5年 12月現在） 

   構  造：鉄筋コンクリート造、地上 2階建て、延床面積 1533.50㎡ 

   用  途：博物館・収蔵庫 

 

②渚の博物館（収蔵庫棟） 

   建 築 年：平成 9年 8月  経年数：26年（令和 5年 12月現在） 

   構  造：鉄筋コンクリート造、地上 3階建て、延床面積 2024.28㎡ 

   用  途：博物館・収蔵庫 
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   ③デッキ・トイレ棟 

   建 築 年：平成 23年 1月  経年数：12年（令和 5年 12月現在） 

   構  造：鉄筋コンクリート造、地上 1階建て、延床面積 129.96㎡ 

   用  途：トイレ 

 

④海辺の広場 

   建 築 年：平成 23年 3月  経年数：12年（令和 5年 12月現在） 

   構  造：鉄筋コンクリート造、1階建て、延床面積 538.37㎡ 

   用  途：水族館 

 

⑤商業施設棟 

建 築 年：平成 26年 10月  経年数：9年（令和 5年 12月現在） 

   構  造：鉄筋コンクリート造、2階建て、延床面積 542.48㎡ 

用  途：１階 物品販売業を営む店舗、2階 飲食店 

 

３.利用実績 

“渚の駅”たてやま 入館者数              （単位：人） 

  平成 

30年度 

令和 

元年度 

令和 

2年度 

令和 

3年度 

令和 

4年度 

①渚の博物館 204,399 202,070 119,288 189,844 244,425 

②海辺の広場 200,004 196,313 173,773 161,105 268,766 

③商業施設棟 178,067 168,438 128,667 166,909 205,856 

 

４.現状と課題 

   “渚の駅”たてやまは館山夕日桟橋の袂にあり、海洋民俗をテーマとし

た資料を中心に保存、展示している館山市立博物館分館、館山湾に生息す

る生き物を観察できる海辺の広場や土産店とレストランが入る商業施設な

どがあり、当初の目的である海路、陸路の両方から訪れた人々の交流・憩

いの場であるととともに、施設を訪れた人たちへ市内観光情報を発信する

場となっています。 

   また、誘客を図ることで交流人口の増加や地域経済の活性化を目指して

いることから、さかなクンギャラリーやＶＲコーナーの新設や展示品の変

更などを随時実施しています。 

  収蔵庫棟は、国指定重要有形民俗文化財の保存を目的として国庫補助金に
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より建設したものであり、今後も適切に保存、管理していく必要がありま

す。 

  当該施設は建築後 50年が経過し、施設の保全や安全対策が必要となって

います。そうした中、本市を取り巻く財政状況は継続的に大変厳しいため、

館山市全体の公共インフラの指針を定めた「館山市公共施設総合管理計画」

において、博物館施設は、複数施設を保有している自治体（類似団体比較）

が少ないことから、博物館（3館）と図書館等、他の社会教育施設との再編

などの新たな視点により、施設機能の見直しを行うことと位置付けられてい

ます。 

 

第２章 計画期間 

 

  上位計画である公共施設等総合管理計画の計画期間は、本市の、多くの公

共施設が法定耐用年数を迎えるまでの「20年間」を見通した基本方針であ

り、今後の社会経済情勢や行政ニーズの変化などを注視し、必要に応じて適

宜見直しを行うとされています。 

このことから、本計画の計画期間を公共施設等総合管理計画の計画期間と

同様に計画期間と同様に約 20年間とし、令和 20年までと定めます。 

 

第３章 対策の優先順位の考え方 

 

１.優先順位の考え方 

   本施設においては、不特定多数が出入り可能である当施設の特性を踏ま

え、利用者の安全性確保に係る整備を最優先とし、事故の防止に努めま

す。利用者の安全性や利便性への影響の比較的小さい部分は、他の項目と

合わせて修繕等することが効率的と考えられます。内装・建具について

は、経常的な維持修繕費で対応します。 

 

２.対策の優先順位 

対策の優先順位を設定するため、前述の基本的な考え方に基づき部位別

に「重要度」を評価します。これら重要度や施設の状態を踏まえ、「対策の

優先順位」を次のとおり設定します。 

① 施設利用者の安全確保を図る整備 

② 法定点検結果の対応 

③ 施設運営に支障をきたす恐れのある設備等改修 

④ 屋根・外壁等の漏水の対応 
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⑤ 電気設備・機械設備の保守 

⑥ その他通常の維持管理に関する修繕 

 

 

 

各部の機能や劣化・損耗の状態をあらかじめ調査し、不良箇所の早期 

発見を図ります。不良箇所が発見された部分については、整備の必要性 

点検名称 対象棟 頻度 根拠法令 

空調機法定点検 渚の博物館（博物館棟） ３年に

１回 

フロン類の使用の合理化及び

管理の適正化に関する法律 

防災設備保守点検 

（１年に１回の防

火対象物定期点検

を含む） 

渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

デッキ・トイレ棟 

海辺の広場 

商業施設棟 

1 年に 2

回 

消防法 

特殊建築物定期調

査 

渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

３年に

１回 

建築基準法 

防火設備定期調査 渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

１年に

１回 

建築基準法 

電気工作物及び一

般電気工作物点検 

渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

デッキ・トイレ棟 

海辺の広場 

商業施設棟 

２か月

に１回 

電気事業法 

エレベーター保守

点検 

渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

商業施設棟 

１か月

に１回

又は３

ヶ月に

１回 

建築基準法 

受水槽清掃 渚の博物館（博物館棟） 

 

１年に

１回 

水道法 

簡易専用水道管理

状況検査 

渚の博物館（博物館棟） 

渚の博物館（収蔵庫棟） 

デッキ・トイレ棟 

海辺の広場 

1 年に 1

回 

水道法 
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について検討し、整理します。また、詳細な診断が必要と認められる部 

分については、専門家による診断を実施します。 

 

第４章 施設の部位別の重要度・施設の状態等の把握 

 

１.大規模な整備履歴 

 令和２年度時点の大規模整備履歴等は下表のとおり把握しています。 

渚の博物館（博物館分館） 

＜施設の大規模整備履歴一覧表＞ 

工事種別 重要度 最新実施年度 内容 

建築 構造 中 H30（2018） さかなクンギャラリー 天井改修 

建築 屋根 高 H29（2017） 博物館棟 屋根補修・塗り替え 

建築 外部 高 H30（2018） 収蔵庫棟 外壁改修・塗り替え 

建築 建具 低 H30（2018） 収蔵庫棟 窓・ドア改修 

建築 内部仕上 低   

電気 受変電 高 H26（2014） 分電施設改修（200KVA→500KVA） 

電気 発電・静止型電源 高   

電気 電力 中   

電気 通信・情報 低   

電気 同（防災） 高   

機械 空調設備 低 

H24（2012） 現観光みなと課、雇用商工課事務

室・学芸員室・資料整理室 空調

機改修 

機械 換気設備 低   

機械 給排水設備 中   

機械 衛生設備 中   

機械 消火設備 高   

機械 昇降機その他 低   

 

２.交付金等の活用実績 

 

別添交付金まとめファイル参照 
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３.施設の状態（※特殊建築物定期調査報告書等より抜粋） 

①渚の博物館（博物館分館）特殊建築物定期調査報告書 

 調査実施年月日：令和 5年 9月 25日 

 調査対象施設 ：渚の博物館（博物館棟） 

         渚の博物館（収蔵庫棟） 

 

番号 調 査 項 目 

調査結果 

指

摘 

な

し 

要 

是

正 

1 敷地及び地盤 

(1) 地盤 地盤沈下等による不陸、傾斜等の状況 ○   

(2) 敷地 敷地内の排水の状況 ○   

(3) 敷地内の通路 敷地内の通路の確保の状況 ○   

(4) 有効幅員の確保の状況 ○   

(5) 敷地内の通路の支障物の状況 ○   

(6) 擁壁 擁壁の劣化及び損傷の状況 ○   

2 建築物の外部 

(1) 基礎 基礎の沈下等の状況 ○   

(2) 基礎の劣化及び損傷の状況 ○   

(3) 

外
壁 

躯体等 外壁、軒裏及び外壁の開口部で延焼のおそれの

ある部分の防火対策の状況 
○   

(4) 鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート

造の外壁躯体の劣化及び損傷の状況 
○   

(5) 
外装仕上げ材等 

タイル、石貼り等（乾式工法によるものを除

く。）モルタル等の劣化及び損傷の状況 
○  

(6) 窓サッシ等 サッシ等の劣化及び損傷の状況 ○  

(7) はめ殺し窓のガラスの固定の状況 ○  

3 屋上及び屋根 

(1) 屋上面 屋上面の劣化及び損傷の状況 ○  

(2) 屋上周り（屋上面を除く。） パラペットの立上り面の劣化及び損傷の状況 ○   

(3) 笠木モルタル等の劣化及び損傷の状況 ○   

(4) 金属笠木の劣化及び損傷の状況 ○   
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(5) 排水溝（ドレーンを含む。）の劣化及び損傷の

状況 
○  

(6) 屋根（屋上面を除く。） 屋根の防火対策の状況 ○   

(7) 屋根の劣化及び損傷の状況 ○  

(8) 機器及び工作物（冷却等設備、広告塔等） 機器、工作物本体及び接合部の劣化及び損傷の

状況 
○  

(9) 支持部分等の劣化及び損傷の状況 ○  

4 建築物の内部 

(1) 

防
火
区
画 

令第 112条第 11項から第 13項までに規定する区画の状況 ○   

(2) 令第 112条第１項、第 4項、第 5項、又は第 7項から第 10項までの各項に規定する

区画の状況 
○   

(3) 防火区画の外周部 令第 112条第 16項に規定する外壁等及び同条第

17項に規定する防火設備の処理の状況 
○  

(4) 令第 112条第 16項に規定する外壁等及び同条第

17項に規定する防火設備の劣化及び損傷の状況 
○  

(5) 

壁
の
室
内
に
面
す
る
部
分 

躯体等 

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート

造の壁の室内に面する部分の躯体の劣化及び損

傷の状況 

  ○ 

(6) 耐火構造の壁又は準耐火構造の

壁（防火区画を構成する壁等に

限る。） 

準耐火性能等の確保の状況 ○   

部分の劣化及び損傷の状況 ○  

鉄骨の耐火被覆の劣化及び損傷の状況 ○  

(7) 給水管、配電管その他の管又は風道の区画貫通

部の充填等の処理の状況 
○  

(8) 令第 114条に規定する界壁、間

仕切壁及び隔壁 

令第 114条に規定する界壁、間仕切壁及び隔壁

の状況 
○   

(9) 令第 128条の 5各項に規定する

建築物の壁の室内に面する部分 

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況 
○   

(10) 
床 躯体等 

鉄筋コンクリート造及び鉄骨鉄筋コンクリート

造の床躯体の劣化及び損傷の状況 
○   

(11) 

天
井 

令第 128条の 5各項に規定する

建築物の天井の室内の室内に面

する部分 

室内に面する部分の仕上げの維持保全の状況 ○  

(12) 室内に面する部分の仕上げの劣化及び損傷の状

況 
○   

(13) 区画に対応した防火設備又は戸の設置の状況 ○   
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(14) 

防火設備（防火扉、シャッターその他これら

に類するものに限る。）又は戸 

居室から地上へ通じる主たる廊下、階段その他

の通路の設置された防火設備又は戸におけるく

ぐり戸の設置の状況 

○   

(15) 昭和 48年建設省告示第 2563号第 1第 1号ロに

規定する基準への適合の状況 
○   

(16) 防火扉又は戸の開放方向 ○   

(17) 常閉防火設備等の本体と枠の劣化及び損傷の状

況 
○   

(18) 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の状況 ○   

(19) 常閉防火設備等の閉鎖又は作動の障害となる物

品の放置 
○   

(20) 常閉防火扉等の固定の状況 ○   

(21) 照明器具、懸垂物等 照明器具、懸垂物等の落下防止対策の状況  ○   

(22) 防火設備又は戸の閉鎖の障害となる照明器具、懸

垂物等の状況 
○   

(22) 

警報設備 

警報設備の設置の状況 ○  

(23) 警報設備の劣化及び損傷の状況 ○  

(24) 居室の採光及び換気 採光のための開口部の面積の確保の状況 ○   

(25) 採光の妨げとなる物品の放置の状況 ○   

(26) 換気のための開口部の面積の確保の状況 ○   

(27) 換気設備の設置の状況 ○   

(28) 換気設備の作動の状況 ○   

5 避難施設等 

(1) 令第 120 条第２項に規定する通路 令第 120条第２項に規定する通路の確保の状況 ○  

(2) 廊下 幅員の確保の状況 ○  

(3) 物品の放置の状況 ○   

(4) 出入口 出入口の確保の状況 ○   

(5) 物品の放置の状況 ○   

(6) 避難上有効なバルコニー 避難上有効なバルコニーの確保の状況 ○  

(7) 手すり等の劣化及び損傷の状況 ○  

(8) 物品の放置の状況 ○  

(9) 避難器具の操作性の確保の状況 ○  

(10) 

階
段 

階段 直通階段の設置の状況 ○   

(11) 幅員の確保の状況 ○   

(12) 手すりの設置の状況 ○   
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(13) 物品の放置の状況 ○   

(14) 階段各部の劣化及び損傷の状況 ○   

(15) 屋内に設けられた避難階段 階段室の構造の確保の状況 ○   

(16) そ
の
他
の 

設
備
等 

非常用の照明装置 
 

非常用の照明装置の設置の状況 ○   

(17) 非常用の照明装置の作動の状況   ○ 

(18) 照明の妨げとなる物品の放置の状況 ○   
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②エレベーター法定点検 

 ２号機：３ヶ月に１回実施 

 ３号機及び４号機：１ヶ月に１回実施 

 点検年月日：２号機（渚の博物館（博物館棟））令和 5年 10月 30日 

       ３号機（渚の博物館（収蔵庫棟））令和 5年 10月 30日 

       ４号機（商業施設棟）令和 5年 11月 27日 

  

番号 点 検 項 目 

点検結果 

指摘 

なし 

要 

是正 

1 2号機 （渚の博物館（博物館棟）） 

(1) 機械室 機械室環境状況 ○  

(2) 受電盤・制御盤・信号盤 ○  

(3) 油圧作動油 ○  

(4) 油圧機器（配管・電動機・ポンプ他） ○  

(5) 制御盤内バックアップバッテリー  ○ 

(6) 端階補正不要動作防止用バッテリー  ○ 

(7) かご かご運転状態 ○  

(8) 外部への連絡装置 ○  

(9) かご内装・照明・停電灯・ファン  ○ 

(10) かご操作盤・表示ランプ ○  

(11) かごドア・敷居 ○  

(12) ドア開閉装置・安全装置 ○  

(13) かご上環境状況 ○  

(14) ガイドシュー（ローラ）・給油器 ○  

(15) 乗場 かご着床状態 ○  

(16) ドア開閉状態 ○  

(17) 乗場ドア・敷居 ○  

(18) ドアインターロックスイッチ ○  

(19) 乗場ボタン・表示ランプ ○  

(20) 昇降路・ピット 昇降機・ピット内環境状況 ○  

(21) 主・調速機ロープ  ○ 

(22) ガイドレール ○  

(23) プランジャー・シリンダー  ○ 

2 3号機 （渚の博物館（収蔵庫棟）） 
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(1) 機械室 機械室環境状況 ○  

(2) 受電盤・制御盤・信号盤 ○  

(3) 油圧作動油 ○  

(4) 油圧機器（配管・電動機・ポンプ他）  ○ 

(5) 制御盤内バックアップバッテリー  ○ 

(6) 端階補正不要動作防止用バッテリー  ○ 

(7) かご かご運転状態 ○  

(8) 外部への連絡装置 ○  

(9) かご内装・照明・停電灯・ファン ○  

(10) かご操作盤・表示ランプ ○  

(11) かごドア・敷居 ○  

(12) ドア開閉装置・安全装置 ○  

(13) かご上環境状況 ○  

(14) ガイドシュー（ローラ）・給油器 ○  

(15) 乗場 かご着床状態 ○  

(16) ドア開閉状態 ○  

(17) 乗場ドア・敷居 ○  

(18) ドアインターロックスイッチ ○  

(19) 乗場ボタン・表示ランプ ○  

(20) 昇降路・ピット 昇降機・ピット内環境状況 ○  

(21) 主・調速機ロープ  ○ 

(22) ガイドレール ○  

(23) プランジャー・シリンダー ○  

3 4号機（商業施設棟） 

(1) かご かご運転状態 ○  

(2) 外部への連絡装置 ○  

(3) かご内装・照明・停電灯・ファン ○  

(4) かご操作盤・表示ランプ ○  

(5) かごドア・敷居 ○  

(6) ドア開閉装置・安全装置 ○  

(7) 乗場戸挟まれ防止センサー  ○ 

(8) 乗場 かご着床状態 ○  

(9) ドア開閉状態 ○  

(10) 乗場ドア・敷居 ○  

(11) ドアインターロックスイッチ ○  
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(12) 乗場ボタン・表示ランプ ○  

(13) 昇降路・ピット 昇降路・ピット内環境状況 ○  

(14) 受電盤・制御盤 ○  

(15) 電動機・巻上機 ○  

(16) 調速機 ○  

(17) ガイドレール ○  
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第５章 年次計画表（対策内容と実施時期等） 

 

 
 

 

 

 

 

　　計画期間

　　・施設方向性：「館山市公共施設等総合管理計画」を踏まえた今後の施設方向性を記載しています。（継続的に検討・協議等を行い、内容を変更する場合があります）

　　・対策内容　：施設方向性に基づく対策内容を記載しています。（内容や時期が変更となる場合があります）

　　・概算費用（千円）：対策内容に係る概算費用を記載しています。（随時、修正する場合があります）

R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12

壁面照射設備設

置工事

（1,133）

修繕（2,878）

照明設備LED化

（リース）

不活性化ガス消

火設備改修

（6,776）

修繕 外(2,465)

修繕 修繕

修繕

(2,000)

自動火災報知機

設備改修

（5,000）

修繕

(2,000)

昇降機その他設

備改修(35,000)

修繕 修繕 修繕 修繕

4,011 9,241 2,000 2,000 7,000 37,000 2,000 2,000 2,000 2,000 69,252

1

“渚の駅”たてやま

　①渚の博物館（博物館棟）

　②渚の博物館（収蔵庫棟）

　③デッキ・トイレ棟

　④海辺の広場

　⑤商業施設棟

施設方向性（R3～R12） ③長寿命化
躯体や電気設備の長寿命化に資する整備を実施済。

⇒耐用年数＋30年を目標使用年数とする。（80年）

・H26受変電設備・空調機改修（38,850）

・H29～30外壁・屋根改修実施（82,641）実施年度

費用　計

（10年間）対策内容

概算費用（千円）

施設名称 計画期間 備考
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第６章 今後の取り組みに向けて 

 

１. 法令・制度・補助金等の把握 

 公共施設マネジメントに関する新たな取り組みを実施する際には、法

令・制度の制約や補助金等の支給条件等を整理したうえで、それを有効

活用できるような取り組みを実施します。 

 

２. 所管課を超えた取り組み 

 法令・制度・補助金等を把握したうえで、公共施設マネジメントにつ

いて所管課が単独で検討するのではなく、市全体の公共施設を把握する

統括部門等との協議を重ね、公共施設全体の質と量の最適化を図ってい

きます。 

 

３. 文化財収蔵庫としての取組み 

 海辺の交流拠点施設機能の中核として、博物館を有する施設であり、

渚の博物館収蔵庫には、国指定重要民俗文化財２，１４４点等、貴重な

文化財が収蔵されている。これらの文化財について適切な保存管理及び

展示等の活用が求められる。 
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添付資料１.交付金実績 
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添付資料２.施設図面 

 

①渚の博物館（博物館分館） 

③デッキ・トイレ棟 

④海辺の広場 

⑤商業施設 

②渚の博物館（収蔵庫棟） 


